
0労働力等の将来展望

2004年 2015年 2030年

くD労働力率

く%l

労働市場-の参加が進まない場合

労働市場-の参加が進む場合
60.4

56.7

59. 4

53.6

58.5

Cl労働力人口

く万人う

労働市場-の参加が進まない場合

労働市場-の参加が進む場合
6, 642

6, 237

6, 535

5, 597

6, 109

くSl就業率

く%J

労働市場-の参加が進まなL, 1場合

労働市場-の参加が進む場合
57.6

54. 6

57.5

51.0

56.2

壇つ経済成長率

く実質.年率1

労働市場-の参加が進まない場合

労働市場-の参加が進む場合
1.3%

o. 7%程度

1. 8%程度

0. 6%程度

1. 6%程度

く注l経済成長率に関しては- 2004年は1999-2004年, 2015年は2004-2015年, 2030年は2015-2030年

における年率換算の値であるo

H なお1目指すべき社会の実現のた桝こは-適切な経済政策の運営が不可欠
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